
「
藤
島
地
域
の
子
ど
も

の
未
来
を
考
え
る
会
」(

代

表
・
佐
藤
泰
浩
・
東
堀
越)

を
中
心
に
「
藤
島
地
域
の

、

小
学
校
統
合
、
小
中
学
校

の
義
務
教
育
学
校
整
備
に

つ
い
て
、
各
地
区
単
位
で

の
慎
重
な
議
論
と
手
続
き

を
求
め
る
要
望
書
」
の
署

名
運
動
が
４
月
上
旬
に
開

始
さ
れ
、
６
月
５
日
に
皆

川
治
鶴
岡
市
長
と
布
川
敦

教
育
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
（

。

写
真
）

６
月
４
日
ま
で
の
２
か

月
間
に
、

の
賛

９
２
７
筆

同
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
（
そ
の
後
も
増
加
。）

教
育
委
員
会
が
、
昨
年

集
め
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
数
１
０
４
件
を

大
幅
に
上
回
り
ま
す
。

佐
藤
泰
浩
さ
ん
は
「
藤
、

島
地
域
で
学
校
が
一
つ
に

な
っ
た
ら
、
通
学
で
不
便

に
な
る
問
題
に
、
ハ
ッ
キ

リ
と
し
た
回
答
が
な
い
こ」

と
が
一
番
の
不
安
だ
っ
た

と
、
署
名
運
動
に
取
り
組

む
キ
ッ
カ
ケ
の
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

教
育
長
は
「
通
学
の
問

、

題
は
、
学
校
統
廃
合
が
決

ま
っ
て
か
ら
、
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
の

中
で
運
行
台
数
や
運
行
ル

ー
ト
な
ど
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
」
と
述
べ
、
先

に
統
廃
合
あ
り
き
で
す
。

現
在
で
も
バ
ス
の
運
転

手
不
足
と
高
齢
化
の
問
題

は
深
刻
で
「
コ
ロ
ナ
禍
の

、

と
き
は
、
運
転
手
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
の
も。

大
変
で
休
み
を
返
上
し
た

こ
れ
以
上
学
校
統
廃
合
は

や
め
て
く
れ
」
と
い
う
声

が
、
バ
ス
運
転
手
か
ら
聞

か
れ
ま
し
た
。
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（月２００円程度）
6月 19人 10,130円
5月 35人 32,280円

小
学
校
統
合
と
義
務
教
育
学
校
の

設
置
は
「
慎
重
」
に
、
９
２
７
筆

ふ
る
さ
と
賛
歌鈴木

重
雄(

八
色
木)

太
平
山
永
慶
寺

、

八
色
木
町
内
の
道
路
は

昔
も
今
も
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
の
で
、
自
動
車
の

交
差
は
不
便
で
あ
る
。
電

柱
が
な
け
れ
ば
松
嶺
街
道

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

藩
政
時
代
は
、
松
嶺
藩

主
が
酒
井
藩
に
上
洛
の
際

は
飯
鉢
忠
左
衛
門
家
現

、

（

当
主
・
重
子
さ
ん
）
が
御

休
処
で
あ
っ
た
。
飯
鉢
家

に
名
残
の
物
品
が
残
さ
れ

て
い
る
。
八
色
木
村
は
在。

郷
に
し
て
は
大
村
で
あ
る

、

永
慶
寺
の
門
前
通
り
は

雑
貨
屋
や
お
菓
子
屋
、
酒

屋
は
も
ち
ろ
ん
、
魚
屋
、

下
駄
屋
、
茶
屋
、
豆
腐
油

、

、

、

揚
屋
床
屋
自
転
車
屋

高
級
反
物
を
扱
う
店
が
並

ぶ
繁
華
街
で
あ
っ
た
。

道
路
か
ら
山
門
を
額
縁

に
し
て
本
堂
を
望
む
寺
の

風
景
は
絶
景
で
あ
る
。
歴

史
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち

は
、
境
内
を
村
の
博
物
館

だ
と
言
う
。

寺
は
天
保
３
年
（
１
８

３
２
）
と
嘉
永
３
年
（
１

８
５
０
、
２
度
の
火
災
に

）

あ
い
、
過
去
帳
を
は
じ
め

記
録
の
史
実
は
残
っ
て
い

な
い
。
幸
い
飯
鉢
家
訓
集

（
現
当
主
・
藤
夫
さ
ん
）

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

永
慶
寺
の
概
要

太
平
山
永
慶
寺
の
開
創

は
、
明
峰
素
哲
禅
師
（
加

賀
の
国
・
石
川
県
の
生
ま

れ
）
で
、

歳
に
て
昭
瑞

69

。

祖
舜
の
寺
務
を
司
ら
れ
た

寺
伝
で
は
、
観
応
元
年

（
１
３
５
０
）
開
山
と
し

て
い
る
。

以
前
は
、
旧
櫛
引
町
西

荒
屋
に
あ
っ
た
寺
を
八
色

木
に
移
築
し
た
と
い
う
西
（

荒
屋
史
。）

永
慶
寺
は
か
つ
て
「
母

狩
山
」
と
号
し
た
。
そ
こ

は
高
速
道
路
の
造
成
に
よ

り
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
板
井

川
の
吉
祥
寺
と
は
１
㎞
位

の
近
く
に
あ
り
、
し
か
も

同
じ
加
賀
大
乗
寺
の
末
寺

で
あ
る
こ
と
と
、
吉
祥
寺

が
建
立
さ
れ
た
時
代
が
近

い
こ
と
か
ら
、
特
別
の
事。

情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

永
慶
寺
開
祖
以
来
、
現

在
は
第

世
山
田
舜
孝
大

46

和
尚
ま
で
続
い
て
い
る
。

そ
の
間

甲
州

南
明
寺
開
山
第
（

３
世
）

藤
島

東
昌
寺
開
山
第
（

世
）

10
野
田
目

常
林
寺
開
山

（
第

世
）

15
横
川

東
光
山
西
方
寺

開
山
（
第

世
）

17

藤
島

徳
光
山
金
宗
寺

開
山
（
第

世
）

18

豊
栄

大
久
山
松
高
寺

開
山
（
第

世
）

19

東
堀
越

慈
眼
山
福
昌

寺
開
山
（
第

世
）

20

の
末
寺
を
有
し
た
古
刹

こ
さ
つ

で
あ
る
。

義
務
教
育
学
校
に
賛
成

２
３
５

教
育
委
員
会
は
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
第
２
弾
を
、

今
年
３
月

日
に
学
校
の

21

連
絡
メ
ー
ル
等
を
通
じ
て

実
施
。
ス
マ
ホ
で
２
次
元、

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

回
答
フ
ォ
ー
ム
で
「
賛
成

で
あ
る
「
反
対
で
あ
る
」

」

の
選
択
を
し
て
送
信
す
る

方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
を
３
月

日
29

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
結
果
は
、
６
月

日
の

10

鶴
岡
市
議
会
南
波
純
議
員

の
一
般
質
問
で
、
初
め
て

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
数

は

で
、
回
答

２
６
７
世
帯

率
は

。
う
ち
義
務
教

％
46

育
学
校
の
整
備
に
「
賛
成

で
あ
る
」
が

で

２
３
５

88

「
反
対
で
あ
る
」
が

％
、

32

で

と
答
え
ま
し
た
。

％
12先

の
「
慎
重
な
議
論
」

を
求
め
る
署
名
９
２
７
通

に
対
し
、
義
務
教
育
学
校

「
賛
成
」
が
２
３
５
で
す

か
ら
世
論
の
多
数
は
慎

、

「

重
」
で
す
。

各
小
学
校
単
位
に
検

討
委
員
会

教
育
委
員
会
で
は
、
藤

島
地
域
に
小
中
一
貫
校
義
（

務
教
育
学
校
）
を
設
置
す

る
方
向
を
変
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
決
定
す
る
の
は
地

域
住
民
の
意
思
で
す
。

７
月
に
は
各
小
学
校
単

位
に
、
学
校
統
廃
合
に
賛

成
か
反
対
か
を
検
討
す
る

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と

い
い
ま
す
。

藤
島
の
面
積

・
63

22
km2

は
、
三
川
町
の
面
積

・
33

の
約
２
倍
で
あ
り
な

22
km2

が
ら
、
小
学
校
も
中
学
校

も
な
く
、
義
務
教
育
学
校

一
つ
に
な
れ
ば
、
ど
ん
な

藤
島
に
な
る
の
か
、

、

通
学
が
不
便
に
な
っ
て

子
ど
も
が
い
な
く
な
る
社

会
で
い
い
の
か
が
問
わ
れ

ま
す
。



こ
の
ほ
ど
、
明
治
時
代

の
発
明
家
・
斎
藤
外
市
翁

の
「
顕
彰
碑
」
棟
柱
、
パ

ネ
ル
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト
が
、
生
誕
の
地
・
長
沼。

上
新
田
に
完
成
し
ま
し
た

町
内
会
の
住
民
や
関
係

者
ら
の
寄
付
で
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

「
顕
彰
す
る
会
」
の
板

垣
久
喜
氏
が
、
山
形
新
聞

４
月
５
日
付
に
「
発
明
家

・
外
市
翁
も
っ
と
評
価
」

と
題
し
て
投
稿
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。☆

☆

☆

外
市
翁
は
明
治
期
「
発
、

明
は
俺
の
命
」
と
没
頭
。

数
々
の
特
許
を
取
得
し
目。

覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た

「

」

特
に
斎
外
式
力
織
機

を
全
国
に
普
及
さ
せ
、
発。

明
家
と
し
て
名
を
は
せ
た

当
時
は
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
創
業
者
の
豊
田
佐
吉
と

並
び
称
さ
れ
た
。
と
も
に。

藍
綬
褒
章
を
下
賜
さ
れ
た

そ
ん
な
外
市
翁
は
も
っ

と
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
良

い
は
ず
な
の
に
、
と
の
思

い
が
あ
る
。

生
誕
地
で
あ
る
旧
長
沼

村
（
鶴
岡
市
長
沼
）
に
住

む
私
た
ち
は
「
上
新
田
斎」

藤
外
市
翁
を
顕
彰
す
る
会

と
し
て
２
０
１
４
年
に
顕

彰
碑
の
建
立
、

年
に
生

15

誕
１
５
０
年
祭
開
催
、
16

年
に
長
雲
寺
で
〝
墓
所
看

板
〟
設
置
と
活
動
し
て
き

た
。い

よ
い
よ
来
年
８
月
19

日
に
生
誕
１
６
０
年
、
没

後

年
を
迎
え
る
。

99

て
、
引
き
続
き
企
業
に
金

を
せ
び
っ
て
き
た
ん
だ
。

堂
々
と
裏
口
を
考
え
て
い

た
っ
て
事
。
国
民
を
コ
ケ

に
し
て
。
こ
れ
で
国
会
な

ん
だ
と
い
う
事
だ
。
悲
し

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

ん
な
彼
ら
を
私
は
選
ん
で

い
な
い
ん
で
す
が
ネ
。

▲
そ
う
し
て
掴
ん
だ
金
に

裏
金
が
あ
っ
た
。
１
人
で

億
円
も
が
見
つ
か
る
事

50に
も
。
そ
れ
が
赤
旗
日
曜

版
に
掴
ま
れ
て
大
揉
め
の

今
国
会
。
国
民
の
信
頼
を

得
る
に
は
ど
う
す
る
か
、

で
の
改
正
論
議
が
こ
れ
な

ん
だ
か
ら
、
国
民
に
信
頼

さ
れ
る
訳
が
な
い
。
だ
か

ら
こ
れ
が
国
会
だ
が
ヤ
？

、
と
な
る
で
し
ょ
。

▲
当
然
の
事
な
が
ら
、
内

閣
の
支
持
率
は
最
低
を
更。

新
中
の

・
４
％
だ
っ
て

16

こ
ん
な
に
国
民
に
あ
て
に

さ
れ
な
い
内
閣
が
、
よ
く

仕
事
を
続
け
ら
れ
る
。
こ

の
ツ
ラ
ツ
ケ
ナ
サ
に
は
驚

き
だ
。
団
体
・
企
業
献
金

を
辞
め
ろ
と
の
叫
び
が
、

自
公
に
は
聞
こ
え
な
い
ん

だ
（
石
川
）

。

当
碑
は
三
段
台
座
（
高

さ

、
一
番
長
い
下
台

㎝
68

、

座
の
幅
は

の
上
に

㎝
）

82

頭
部
の
高
さ
４

の
四
角

㎝

錐
を
合
わ
せ
る
と
、
塔
の

高
さ
は

で
、
全
体
の

㎝
78

。

高
さ
は
１
４
８

と
な
る

㎝

塔
の
正
面(

西
向
・
寺

向)

に
「
記
念
碑
」
の
銘
が

彫
ら
れ
て
い
る
。

左
側
面
に
当
時
の
寺
の

住
職
、

世
祥
雲
瑞
応
謹

28

書
と
あ
り
、
建
立
者
で
あ

企
業
団
体
献
金
禁
止
だ

〝
え
っ
〟
と
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
か
。
同
時
に
、

こ
れ
が
国
会
だ
が
ヤ
、
と

も
。
ナ
ン
の
ゴ
ド
ダ
ヤ
っ

て
が
？

政
治
資
金
規
正

法
改
正
の
国
会
で
話
さ
れ

て
い
る
事
で
す
ヨ
。
だ
っ

て
、
領
収
書
の
開
示
が
10

年
過
ぎ
て
か
ら
ナ
ン
テ
言

っ
て
い
る
ん
だ
。
こ
れ
だ

け
で
も
〝
え
っ
〟
と
な
る

で
し
ょ
。
そ
の
上
、
領
収

書
の
黒
塗
り
も
あ
る
ん
だ

っ
て
。
そ
れ
も
許
さ
れ
る

ら
し
い
。
法
律
が
決
ま
っ

て
か
ら
具
体
的
な
検
討
に

入
る
ん
だ
っ
て
、
首
相
が

言
っ
て
い
た
。

▲
こ
れ
で
も
彼
ら
は
本
気

な
ん
だ
っ
て
事
。
サ
モ
シ

イ
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
よ
。
金
の
亡
者
は
こ

う
な
る
の
か
ネ
～
。
政
党

助
成
金
を
出
す
か
ら
こ
れ

ま
で
の
企
業
か
ら
の
献
金

は
止
め
ま
す
よ
、
と
国
会

で
決
め
た
ん
で
し
た
よ
ネ

～
。
そ
れ
が
、
献
金
を
パ

ー
テ
ィ
ー
券
売
り
に
替
え

史
跡
周
辺
の
井
戸
水
は

水
質
が
悪
く
、
こ
の
小
屋

掛
井
戸
は
枯
れ
る
こ
と
も

な
く
、
近
所
の
人
が
多
く

利
用
し
て
い
た
。
こ
の
水

を
昼
食
繕
用
水
と
し
て
献

上
し
た
。

こ
う
い
う
所
は
、
県
内

で
も
数
ヶ
所
あ
っ
て
、
最

上
郡
役
所
に
行
在
所
用
水

を
供
給
し
た
地
に
「
明
治

、

天
皇
御
膳
水
遺
跡
」
碑
が

立
っ
て
い
る
。

東
田
川
史
跡
物
語

御
用
水
記
念
碑

青
山

崇

ろ
う
。

、

右
側
面
に
由
来
の
銘
文

用
水
供
給
の
お
礼
と
し
て

井
戸
小
屋
と

銭
（
現
在

50

）

は
５
千
円
～
１
万
円
相
当

を
賜
っ
た
と
彫
ら
れ
て
い

る
。

題
字
を
「
記
念
碑
」
と

し
た
の
は
、
巡
幸

年
記

40

念
と
、
駐
鑾
所
に
大
層
の

用
水
記
念
の
２
つ
の
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

「

」

、

発
明
家
・
外
市
翁

顕
彰
碑

の
棟
柱

パ
ネ
ル
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
が
完
成


